
 

 

 

 

 

令和２年度 長井市教育委員会 

重点施策の取り組み内容等と評価 
 

 

 

第１章 学校教育に係る重点施策の取り組み内容と評価 

【教育総務課、旧･学校給食共同調理場（現･給食共同調理場）、学校教育課】P1～P14 

 

第２章 生涯学習の推進に係る重点施策の取り組み内容と評価 

【旧･文化生涯学習課（現･地域づくり推進課地域づくり支援室、現･観光文化交流課文化交流室）】P15～P27 

 

第３章 生涯ｽﾎﾟｰﾂの推進に係る重点施策の取り組み内容と評価 

【旧･生涯ｽﾎﾟｰﾂ課（現･健康ｽﾎﾟｰﾂ課ｽﾎﾟｰﾂ推進室）】P28～P40 
 

 

 

 

 

令和 3年 8月 
長井市教育委員会 

  



 

 

この欄は、令和３年度の事業方針または予算措置について、 

①予算面と②人的配置・取組の２つの視点により、下記の基準に照らし合わせて選択しています。 

選択肢 ① 予算面  ② 人的配置・取組 

A:重点化 R3 年度予算が R2 年度よりも大幅に増額の場合 又は 
評価に関わらず、R3年度は R2年度よりも特に注力すべき、と

考えている場合 

B:要改善 － 又は 
評価の欄に【△】または【×】があり、R3年度は R2 年度より

も改善を目指し注力すべき、と考えている場合 

C:継続 R3 年度予算が R2 年度と同程度の場合 又は 
R3 年度も R2 年度と同レベルで継続して取り組むべき、と考え

ている場合 

D:縮小化 R3 年度予算が R2 年度よりも大幅に減額の場合 
例）施設整備において整備が完了し、運用に移行した場合 

又は R3 年度は R2 年度よりも取組レベルを縮小、と考えている場合 
例）重要な計画の策定が完了し、計画期間に移行した場合 

E:廃止 

R2 年度の予算にあった事業名称等が令和 3年度の

予算から消えた場合 
例）施設整備事業において整備が完了し、予算の枠組み上、事業

名称が廃止となった場合 

－ － 

F:コロナ禍で見合せ 
コロナ禍が理由で R3 年度予算が R2年度よりも大

幅に減額の場合 
又は 

R3 年度はコロナ禍により取り組みが困難、若しくは見通しが

不透明な場合 

 

【参考】令和２年度の評価と事業方針の見方について   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算)    

①  ・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・ 

●・・・・・・・・・・   

(・・・・千円) 

●・・・・・・・・・・   

(・・・・千円) 

●・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・ 

●・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・ 

【○】・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・ 

【△】・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・ 

【×】・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・ 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

・主要な施策を記載してい

ます。 

・()内には予算や委託料等

の金額を記載しています。 

・令和 2年度版「長井

市の教育」に記載して

いる重点項目を記載し

ています。 

・会議回数、大会回数、参加

者数、合格者数、合格率等の

実績値を記載しています。 

・支払額や決算額を実績値と

している場合は(○○円)と記

載しています。 

【○】事業を実施した結果、良かった点が

あれば○とし、どんな点が良かった

のかを記載しています。 

【△】事業を実施した結果、少々の課題が

あった場合は△とし、課題の内容や

改善の方向性を記載しています。 

【×】事業を実施した結果、明らかな失敗

や大きな問題があった場合は×と

し、その内容を記載しています。 
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第 1 章 学校教育＝「長井の心」を持ち、たくましく生き抜く子どもを育む学校教育 

 

（１）生きてはたらく「確かな学力」の育成【学校教育課】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算)    

① 2020 年度実施の学習指導要

領に基づく「主体的・対話的

で深い学び」の実現、及び、

県で推進している「既習の知

識や経験をもとに、言語活動

を中心にした豊かなかかわり

合いの中で、自ら考え判断し

表現する活用力をのばす探究

型学習」を進める。 

●教研式標準学力調査(NRT)

知能検査の分析   

(2,851 千円) 

●ICT 機器（ﾀﾌﾞﾚｯﾄ、電子黒

板等）有効活用方法の研究

と実践 

●理科教育振興事業(1,377

千円) 

●授業改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ事業

(193 千円) 

●1 学級 1新聞事業の推進 

●長井小学校を指定して、研

究成果を発表する予定だった

が、新型ｺﾛﾅ感染症感染防止

のため中止とした。 

●臨時休業中、ICT 機器の活

用研修が各学校で実施され利

活用の推進につながった。 

●授業時数を最大限確保する

ことを優先し、NRT の業者に

よる採点は行わず各校での活

用とした。 

【△】新型ｺﾛﾅ感染症の影響

で、授業の在り方が大きく変

わる可能性がある。ICT 機器

の活用を含めた探究型学習の

推進が課題。 

【△】例年実施していた NRT

による学習内容の定着につい

ての確認と再指導はやはり必

要と思われる。次年度は例年

通りの実施が必要。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 「学びの基礎づくり事業」と

して、「百ます計算」「音読」

に各小学校で取り組み、基礎

基本と集中力を身につけた児

童・生徒の育成をめざしま

す。また、一人ひとりを大切

にした少人数指導による授業

構成を工夫し、日常授業の充

実と改善による、わかる・楽

しい授業づくりを推進する。 

●音読、百ます計算の推進 

●指導主事等派遣事業 

●先進校の視察研修の実施 

 

 

●音読、百ます計算について

は、これまでの指定校での実

践を活かし日常の授業に中で

取り組みを進めている。 

●指導主事派遣による学校指

導では、単元全体を見通し、

つけたい力を明確にした授業

改善を進めた。 

●先進校の視察研修は中止と

した。 

【△】これまでの取組の成果

を、基礎的な学習内容の確実

な習得につなぐ取り組みに広

げていくことが課題。 

【△】指導主事の各学校への

派遣を増やし、若手教員の育

成と日常授業の充実・改善を

重点的に進めていくことが必

要。 

 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

③ 多様な地域人材や、本市出身

者団体「ふるさと長井会」等

の協力を得ながら、かかわり

を大切にした体験活動と自分

の良さや生き方について考

え、自尊感情を育成する「ｷｬ

ﾘｱ教育」を推進する。 

 

●総合的な学習・ｷｬﾘｱ教育の

充実 

●ふるさと長井会との連携協

力事業の推進 

 

●中学校における職場体験は

中止とした。 

●ふるさと長井会の支援を受

けての講演会は中止とした。 

【△】初期場体験については

ｺﾛﾅ禍で協力事業所が減少し

てしまった。次年度も協力事

業所の模索が課題となる。 

【△】ｺﾛﾅ禍でも実施可能な

地域学習を模索し、推進して

いくことが必要。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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④ 外国語活動・外国語授業の充

実や全小・中学校へ配置され

た ALT の積極的な活用を図っ

ていきます。また、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

によるﾏﾝﾂｰﾏﾝ英会話授業の実

施と、英語検定 3級以上の受

検料補助の実施により、学習

意欲の向上と国際社会に対応

できるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成

を推進する。 

 

●外国語指導助手派遣事業 

8 名体制  (37,727 千円) 

●全小・中学校におけるｲﾝﾀｰ

ﾈｯﾄ回線を活用したﾏﾝﾂｰﾏﾝ英

会話学習（2,202 千円） 

●英語力向上推進事業 

（英検 3級以上）(880 千円) 

 

●新型ｺﾛﾅの影響で 1名減の

状況となるが、ﾛｰﾃｰｼｮﾝを組

み各学校の要請に応じた。 

・着任予定 2名来日できず。 

・1名帰国、1名任期延長。 

●ﾏﾝﾂｰﾏﾝ英会話によりｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ能力の向上を図った。 

・小学 6年生…年 7回 

・中学 1年生…年 3回 

●英検 3級以上の受験者支援

を各中学校にて実施した。 

・3級以上受験者 132 名 

     （合格者 69名） 

【○】ALT ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの配置

により、ALT の技量が向上

し、各学校における英語指導

を充実させることができた。 

【△】ﾏﾝﾂｰﾏﾝ英会話により一

対一で英会話をする機会を設

定することができた。ALT 各

校配置のﾒﾘｯﾄを活かし、目的

を持って英語を活用する機会

の設定が課題。 

【○】英検準 2級、2級の受

験者数・合格者数ともに増

加。生徒により高い目標にも

たせることができた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

⑤ 「長井市教育情報化推進計

画」に基づき、電子黒板･ﾀﾌﾞ

ﾚｯﾄ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教科書等の効果的

で円滑な活用を推進するため

に情報教育推進員を派遣し授

業の充実を図る。 

 

●教育用・教職員用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

整備事業             

(11,124 千円) (26,919 千円) 

●電子黒板等借上料 

(9,330 千円) 

●情報教育推進員活用事業 

（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ教育含む） 

(1,392 千円) 

 

●国の GIGA ｽｸｰﾙ構想の前倒

しにより、1人 1台端末の配

置を進めた。 

●臨時休業期間中など、情報

教育推進員派遣事業とあわせ

て、ICT 機器使用に関する教

職員研修や利活用に向けた取

組が推進された。 

【○】全普通教室に配置され

た電子黒板と制御用の PC の

活用がより一層進んだ。 

【○】1人 1台端末と使用す

る環境整備を進めることがで

きた。 

【△】各学校での情報教育を

具体的にｻﾎﾟｰﾄするための人

的な配置の拡充が課題。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（２）たくましい心と体の育成【学校教育課】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

①  児童・生徒生活ﾘｽﾞﾑ改善事業

をもとに、早寝・早起き・朝

ご飯等の生活ﾘｽﾞﾑを大切にし

た、たくましい心と体の育成

に関する研究・改善を市内全

小･中学校で取り組む。 

 

○生活ﾘｽﾞﾑ･食育等の改善へ

の取組 

 

●臨時休業期間中、生活ﾘｽﾞﾑ

を整えることの重要性を、学

校と教育委員会が一緒になっ

て行った。 

【○】臨時休業明けの比較的

安定した学校生活をｽﾀｰﾄさせ

ることができた。 

【△】臨時休業期間中、家の

中で過ごす時間が増えたた

め、ﾈｯﾄの使い方など家庭と

一緒になった取り組みが課

題。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 児童・生徒の体力・運動能力

を適切に把握し、体育科の授

業改善を図り、各学校独自の

体力作りや遊び・部活動の工

夫・充実等をとおして、楽し

みながらもめあてを持ってね

ばり強く運動に取り組む活動

を推進する。 

 

○体力・運動能力・運動習慣

等調査の分析と教科体育の充

実 

○ｵﾘ･ﾊﾟﾗ大会を意識したｽﾎﾟｰ

ﾂに関する興味関心の高揚 

○各種体育大会の開催 

○(中)部活動振興事業 

(4,312 千円) 

○小・中学校各種大会出場費

補助事業 (3,500 千円) 

●小・中学校各種大会出場費

補助事業(3,500 千円) 

●ｺﾛﾅ感染防止策を行った上

での教科体育となり、これま

で通りに体を動かす機会を設

定することが難しかった。 

●各種体育大会が中止、縮小

されることが多かった。 

 

【△】制限された中での教科

体育となり、体力・運動能力

ﾃｽﾄの結果をもとにした取り

組みはできなかった。 

【○】制限のある中での部活

動ではあったが、各学校では

生徒に目標を持たせて活動を

することができた。 

 

 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

③ PTA や外部専門機関との連携

のもと、ﾒﾃﾞｨｱ（特にｽﾏｰﾄﾌｫﾝ

や携帯電話・携帯ｹﾞｰﾑ機等を

介した SNS など）との正しい

付き合い方や使い方を学ぶﾒ

ﾃﾞｨｱ教育を推進する。 

●総合的な学習におけるﾒﾃﾞｨ

ｱﾘﾃﾗｼｰに関する授業の推進 

●学校保健委員会の開催 

●学校保健衛生管理事業(校

医による検診等)(10,293 千

円) 

●道徳の教科化に合わせた道

徳教育計画の見直しと実施 

●PTA 活動や外部講師の招聘

が困難な時期もあったが、各

学校で SNS や情報通信機器(ｽ

ﾏﾎ)との望ましい付き合いか

たについて学ぶ活動を行うこ

とができた。 

●新型ｺﾛﾅの影響により、健

診については時期をずらして

開催した。 

【○】各学校において、長井

警察署生活安全課や置賜教育

事務所青少年指導担当者と連

携した「ﾒﾃﾞｨｱとの付き合い

方に関連した授業」を行うこ

とができた。 

【△】これまで以上にﾒﾃﾞｨｱ

との正しい使い方を保護者と

共有していく必要がある。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（３）特別支援教育の充実【学校教育課】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 特別な支援を必要とする児

童・生徒への支援体制を充実

させるため、特別支援教育ｺｰ

ﾃﾞｨﾈｰﾀｰのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟのもと、

校内組織・支援体制づくり及

び研修等を推進する。 

 

●特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの

専門性の向上 

●幼保小等連携専門員派遣事

業（2,419 千円） 

●教育支援委員会の開催 

●就学時健診、各種検査の実

施 

 

●幼保小等連携専門員派遣事

業の実施により、効果的な就

学指導に向けて園と小学校の

情報交流を進めることができ

た。 

・訪問回数のべ 295 回 

・面談者 12 名 

●特別な支援を必要とする児

童生徒の早期発見と適切な対

応について、教員研修や校内

組織づくりに勧めることがで

きた。 

・教員研修会 1回 

・専門家による学校訪問 8日 

【○】幼保小等連携専門員に

よる、幼保施設訪問や、個別

の課題についての聞き取りに

より、適切な就学に向けた情

報整理や保護者理解を進める

ことができた。 

【○】研修会や専門家による

学校訪問により、各小中学校

における特別支援教育の充実

が図られた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 特別支援教育の専門家を招聘

し、発達障がいに関する理

解、特別な支援が必要な児童

生徒への指導法を学ぶ研修会

を開催し、教職員の特別支援

教育力の向上を図る。 

 

●専門家によるｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞの実

施と効果的指導の明確化 

●特別支援教育ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ事業          

（312 千円） 

 

●臨時休業のため、山形大学

三浦光哉教授を中心とする専

門家ﾁｰﾑによるｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞを 1

回分中止とした。 

 

【○】山形大学三浦教授を中

心とする専門家ﾁｰﾑによるｽｸﾘ

ｰﾆﾝｸﾞにより、発達に課題の

ある児童生徒の早期対応や、

丁寧な支援を進めることがで

きた。 

【○】教職員の特別支援に関

する理解や各学校での組織対

応が定着してきた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

③ 特別支援教育充実のため、各

学校の実態に応じて市単独の

学校教育支援員を配置すると

ともに、日本語指導が必要な

外国人や帰国子女に向けた日

本語指導の支援を推進する。 

●学校教育支援員配置事業 

(30,946 千円) 

●日本語指導事業 

 (1,042 千円) 

 

●学校教育支援員として 14

名の配置を行った。SSWC も

加えきめ細かな支援ができ

た。 

●日本語指導の対象児童生徒

に対しても時間配分を工夫し

て対応することができた。 

【○】各小中学校に配置した

学校教育支援員の活躍によ

り、個に対応したきめ細やか

な支援が進められた。 

【○】日本語指導が必要な児

童生徒に対し、保護者や家庭

支援も含めた指導と生活支援

が行えた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（４）生徒指導の充実【学校教育課】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 児童・生徒が自主的に判断し

積極的に日々の学校生活を送

ることができるよう、自尊感

情や人間関係形成能力の育成

と、自己指導能力の醸成を推

進する。 

●長井の心推進事業 

  (840 千円) 

 

●各学校において、自尊感情

の育成と人間関係形成能力の

向上を目指した「長井の心」

育成推進事業を行った。 

●郷土に伝わる伝統や文化、

地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱなど多彩な活動

が引き続き推進された。 

【○】新型ｺﾛﾅ感染防止のた

め、活動が制限されることも

あったが、各小・中学校にお

いて、「郷土愛を醸成する学

習」や「長井の文化や産業を

学ぶ学習」が進められた。 

 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●修学旅行販売体験支援事業

(509 千円) 

●感染拡大防止のため、中学

校の修学旅行は次年度に延期

した。 

【△】今後の新型ｺﾛﾅ感染症

の国内での感染状況によりこ

れまで通りの活動を実施でき

るか検討する必要がある。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 児童・生徒に対する心のｱﾝｹｰ

ﾄや無記名での教育相談ｱﾝｹｰ

ﾄ、保護者や地域の方々との

懇談や情報交換を定期的に行

うとともに、hyper-QU ﾃｽﾄを

実施し、いじめや不登校等の

未然防止に関する組織的な取

り組みを推進する。 

●長井市いじめ防止対策基本

方針に基づいた各学校の実践 

●いじめ発見調査ｱﾝｹｰﾄ･

hyper-QU ﾃｽﾄ(年 2 回)の実施  

（1,734 千円） 

●「いじめ・不登校対策担当

者等連絡会議」の開催 

 

●これまでの各学校における

いじめ防止の取組が、ｺﾛﾅに

関するいじめの未然防止の取

組につながった。 

●ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ事業(県事業)に

加え hyper-QU ﾃｽﾄを有効に活

用した実態把握が、つらく悲

しい思いをする児童生徒の早

期発見につながった。 

【○】長井市いじめ防止対策

の指針に関する条例を常に意

識し、さらなる未然防止と適

切な対応に資する取り組みが

推進された。 

【○】hyper-QU ﾃｽﾄの結果を

分析活用し、より効果的な学

級経営への活用が図られた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

③ 関係機関との情報交換やｹｰｽ

会議等による連携を強化し、

生徒指導上の諸問題発生時に

は、児童・生徒の心情と実態

に即した、相談・対応が行え

る体制を整備・充実させる。 

 

●要保護対策連絡協議会・学

校、警察連絡協議会等との連

携 

●子どもふれあいｻﾎﾟｰﾀｰ活用

事業(県事業) 

●ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ派遣事業           

(105 千円) 

 

●県費負担のｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ・子

どもふれあいｻﾎﾟｰﾀｰ事業を補

完する事業として、児童生

徒・保護者の相談に活用し

た。 

●指導主事を中心に、ｹｰｽ会

議や要対協への参加を進め

た。 

【○】子育て推進課や、福祉

部門、長井警察署等との連携

がｽﾑｰｽﾞに行え、家庭的に課

題を抱える児童生徒への適切

な指導支援が推進された。 

【○】急遽ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞが必要と

なる場面に即応し、児童生

徒・保護者の安心感につなが

る取り組みを推進できた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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④ 不登校、不登校傾向の児童・

生徒及び、養育面で問題を抱

える家庭への支援に向け、適

応指導教室「ほっとなるｽｸｰ

ﾙ」の開設、及び市単独の教

育相談員やｽｸｰﾙ･ｿｰｼｬﾙ･ﾜｰｸ･ｺ

ｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰによる、包括的な支

援と教育相談体制を充実させ

る。 

○ｽｸｰﾙ･ｿｰｼｬﾙ･ﾜｰｸ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

派遣事業 

○教育相談員の配置 

  (708 千円) 

○不登校対策相談員の配置 

(1,365 千円) 

 

●学校再開前に、担当者会を

行い、不安定さが見られる児

童生徒への対応の確認を行っ

た。 

●ほっとなるｽｸｰﾙへの登録児

童生徒や 30 日以上の欠席者

等へのきめ細やかな対応によ

り、学校への登校や教室への

復帰、進路の実現がなされ

た。 

●ｽｸｰﾙ･ｿｰｼｬﾙ･ﾜｰｸ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

との緊密な連携のもと、課題

を抱える家庭への支援を進め

ることができた。 

【○】ほっとなるｽｸｰﾙ登録児

童 4名に加え、各中学校の教

育相談室において、学習の補

助や教室への復帰に向けた取

り組みが実施された。 

【○】中学 3年生では、ほと

んどの生徒が希望の進路を実

現させることができた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（５）研修の充実【学校教育課】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 長井市学校教育研修所を中核

として、学校研究発表会・県

が推進している探究型学習に

ついて学ぶ研修・小学校英語

教育推進校に学ぶ研修･特別

支援教育研修・幼保小や小中

学校の連携推進・情報（ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ）教育研修等の長井

市の教育課題解決をめざした

各事業を推進する。 

●学校教育研修所の運営 

(878 千円) 

●「長井の心」育成推進事業

研修会 

●情報教育推進員活用事業 

(1,392 千円) 

 

●教職員の集合研修は、新型

ｺﾛﾅ感染拡大防止と、授業時

数確保のため最小限の実施と

した。 

●臨時休業期間中に、学校再

開後の授業再開を見通し、

ICT 機器の活用した授業の研

修会を実施した。 

 

【△】ｺﾛﾅ禍で見えてきた新

たな課題への対応、新しい研

修の形など、今後の新しい学

校づくりを見据えた研修内

容、研修のやり方を探ってい

くことが課題である。 

【○】全教室に配置が完了し

ている電子黒板の活用が進ん

だ。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 指導主事の派遣による授業研

究会の実施や西置賜地区現職

教育協議会との連携を密にし

た授業交流、教科及び生活

科・総合的な学習・特別の教

科道徳･特別活動を含めた領

域等の共通実践をとおして、

校内研究・研修の充実と授業

力・指導力と教職員としての

専門性の向上に努める。 

●教育研修補助事業 

 (80 千円) 

●教科研修会の実施 

●道徳教育の推進及び指導方

法の改善をめざす道徳教育地

域支援事業(長井北中) 

 

●西置賜地区現職教育協議会

と連携した研修事業は、新型

ｺﾛﾅ感染拡大防止と授業時間

数確保のため中止とした。 

●授業研究会の開催は限定的

であったが、指導主事が各学

校をこまめに訪問し、児童生

徒の状況確認と授業改善に向

けたｱﾄﾞﾊﾞｲｽなどを行った。 

【△】ｺﾛﾅ禍で見えてきた新

たな課題への対応、新しい研

修の形など、今後の新しい学

校づくりを見据えた研修内

容、研修のやり方を探ってい

くことが課題である。 

【○】指導主事の派遣による

授業指導・学校経営への助言

により、各小中学校の課題解

決に資する取り組みを推進す

ることができた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

③ 平成 30年 2 月に策定された

山形県教員「指標」に照らし

て、教職員の資質向上を図る

ために効果的・継続的な研修

を実施します。また、教職員

としての綱紀保持・倫理観と

ﾓﾗﾙの向上を推進し、「『師

表』信頼される教師・学校を

めざすﾁｪｯｸｼｰﾄ」「体罰等の根

絶と再発防止に向けた学校教

●教員としてのｷｬﾘｱｽﾃｰｼﾞ全

体を見通した研修の実施 

●初任者研修、中堅教諭等資

質向上研修、中長期経験者研

修等での指導 

●定期的なﾁｪｯｸｼｰﾄによる自

己評価 

●校内倫理委員会の開催 

●校内研修の実施 

 

●初任者研修、中堅教諭等資

質向上研修、中長期経験者研

修は、時間を短縮したり、開

催日数を絞ったりして実施し

た。 

●各学校の校内倫理委員会の

取組や、服務に関する研修会

の実施により、教職員として

のﾓﾗﾙ向上と綱紀保持に資す

る活動を進めることができ

【○】各学校に校内倫理委員

会を設置するとともに、職員

会議における研修などで綱紀

保持・教職員倫理に関する共

通理解の時間を設け、ﾓﾗﾙの

向上と、風通しの良い職員間

の人間関係作りを進めること

ができた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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育活動指針（ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ）」等

をもとにした、組織的な研修

を実施る。 

 

た。 
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（６）地域との連携協力体制づくり【学校教育課】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 学校運営協議会と地域学校協

働活動の一体的な推進をとお

して、学校・家庭・地域で子

どもを育て地域をつくる、充

実した教育活動の連携・協力

体制作りを推進・強化する。 

 

●ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ推進体制構築

事業 (252 千円) 

●学校運営協議会の開催 

●CS ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの配置 

 

●新型ｺﾛﾅ感染拡大防止のた

め、学校と地域が連携した活

動が限定された。 

●年度末に、市内すべての学

校運営協議会の委員長・校

長・地域学校協働活動推進員

合同の会議を開催することが

できた。 

【△】ｺﾛﾅ禍で活動が制限さ

れたが、各小中学校におい

て、学校運営協議会を中心と

した「地域と学校とが一体と

なって行われる教育活動」は

推進していきたい。 

【○】地域学校協働活動推進

員の全校配置を有効に活用す

るとともに、CS ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰに

よる、市内全域の連携による

研修と情報共有が進められ

た。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 学校便りやﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等を通じ

て、家庭や地域への情報発信

を行うとともに、機能する学

校評価の取組を推進する。 

●学校便りの発行 

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新 

●児童生徒及び教職員、保護

者、外部評価による学校評価

の実施 

 

●ｺﾛﾅ禍において、各学校か

らの「学校便り」「ﾎｰﾑﾍﾟｰ

ｼﾞ」による地域への情報発信

の重要性があらためてわかっ

た。 

 

【○】学校ごとに、定期的に

学校便りを発行し、地区内配

布や回覧を経て、児童生徒の

様子や、教育活動の情報を地

域に届けることができた。 

【○】ICT 支援員の力を借り

ながら、各学校のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの

更新と情報発信が進められ

た。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

③ 地域の素材を取り入れた学習

や、地域に貢献する取組を充

実させるとともに、部活動

(中学校）に、地域人材を生

かした外部ｺｰﾁや部活動指導

員を取り入れ、児童・生徒が

地域の方々とふれあう機会を

多く取り入れた教育活動を推

進する。 

 

○長井の心推進事業 

○地域学校協働本部事業 

(生涯学習推進費)  

○部活動指導員派遣事業 

（1,018 千円） 

 

●ｺﾛﾅ禍で、地域素材を取り

入れた活動や地域貢献のﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ学習は限定的であった。 

●部活動指導員配置事業によ

り、地域との連携に加えて、

中学校における「働き方改

革」に資する活動が進められ

た。 

【○】制限のある中ではあっ

たが、地域学校協働活動推進

員を通して地域の協力者を募

り、教育活動への支援・補助

等をいただいた。 

【○】「部活動支援員派遣事

業」により、地域の指導者に

部活動支援をしてもらいなが

ら、教員の勤務時間に対する

配慮等が進められた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（７）食育と学校給食の充実【旧･学校給食共同調理場（現･給食共同調理場）】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 生涯を通じた健全な食生活の

実現、食文化の継承、健康の

保持増進を図り、自らの食に

ついて考える習慣、様々な知

識や食を選択する判断力を楽

しく身に付かせるよう食育の

推進に努めます。 

●栄養教諭を中核として、学

校と連携し、児童生徒に対す

る食育指導及び保護者等への

食育の啓発の推進 

●調理場から各学校に給食に

係るお知らせ、ｸｲｽﾞなどの提

供 

●調理場だよりの発行(342

千円) 

●児童生徒に対する食育指導

(4 回)、保護者や各種団体等

に対する食育に関する講話(2

回)を実施 

●季節毎の行事ﾒﾆｭｰや、旬の

食材を取り入れた給食提供の

ほか、伝統食として高橋鯉屋

さんに協力いただき各小学 6

年生を対象に鯉給食を提供 

●調理場だよりの発行 

・市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞへの掲載 

・食育に関することや学校給

食ﾚｼﾋﾟ等を紹介 

【○】子どもの望ましい食習

慣の形成や食に関する理解を

図るため、児童生徒、保護者

に対する講話や調理場だより

の発行など、機会を捉えて指

導してきたことによって、食

の重要性について理解が深ま

っている。 

 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 米飯給食を中心として主食・

副菜・主菜を基本に、多様な

食品をﾊﾞﾗﾝｽよく組み合わせ

た献立づくりや副食の充実に

努めるとともに、児童生徒の

生活習慣病の予防や健康増進

を図ります。 

●米飯給食炊飯代経費負担金

(10,740 千円) 

●学校給食費負担金(4,326

千円) 

●栄養管理ｿﾌﾄ保守料(60 千

円) 

●ｱﾚﾙｷﾞｰ事故防止のための情

報提供 

●委託炊飯(週 3回)に係る経

費（決算額 9,598,779 円） 

●ﾚｲﾝﾎﾞｰﾌﾟﾗﾝ認証一等米を提

供するための経費を市が負担

（決算額 470,043 円） 

●学校給食の充実を図るた

め、10 円／食を市が負担(決

算額 3,689,130 円) 

●栄養教諭・給食主任・調理

師が献立検討会を実施し、栄

養管理ｿﾌﾄを用いて的確な献

立作成を行った。(決算額

59,400 円) 

●食物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応 

・詳細献立の配布 

・就学時保護者面談 1人 

・学校給食食物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応検

討委員会（2回） 

【○】委託炊飯に係る経費の

一部を市が負担することによ

って、給食費の保護者負担軽

減が図られている。また、ﾚｲ

ﾝﾎﾞｰﾌﾟﾗﾝ認証一等米でのご飯

提供や、１食 10円の負担に

よって、副食の充実が図られ

たことによって、おいしい給

食の提供に繋がっている。 

【○】栄養管理ｿﾌﾄを用い、

栄養ﾊﾞﾗﾝｽや栄養摂取量など

を管理しながら献立作成する

ことができた。また、献立検

討会により、きめ細やかな献

立づくりができている。 

【○】調理場の新築により、

給食における食物ｱﾚﾙｷﾞｰへの

対応(除去食及び代替食)が可

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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●新ﾒﾆｭｰ 8 品提供 能となり、長井市学校給食食

物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを策

定。本ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに基づき、調

理場、教育委員会、学校、保

護者が共通の理解と認識のも

と、連携・協力して食物ｱﾚﾙ

ｷﾞｰへの対応を進める。 

③ 地域の特産物を知り、地元に

愛着を持つ児童・生徒の育成

に努め、地産地消を推進しま

す。 

●生産者との連携を図りなが

ら、地元食材の積極的導入 

●まるごと長井給食負担金

(792 千円) 

●ﾚｲﾝﾎﾞｰ認証栽培米等供給経

費負担金(636 千円) 

●地産地消促進事業費補助金

(1,246 千円) 

●米粉利用推進事業費補助金

(49 千円) 

●ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ給食、ｾﾚｸﾄ給食等

の実施 

●地元食材の供給を積極的に
行った。地産地消率(30.2％) 
●まるごと長井給食を実施 
10/27：ご飯、揚げ行者菜餃
子、小松菜と草岡ﾊﾑの辛子び
たし、米沢牛芋煮、 (決算額
432,556 円) 
●ﾚｲﾝﾎﾞｰﾌﾟﾗﾝ認証栽培米等供
給経費(決算額 470,043 円) 
●地産地消の推進 
地産地消促進・米粉利用推進
事業費補助金（決算額
928,427 円） 
●新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大防止
の観点からﾊﾞｲｷﾝｸﾞ給食等は
実施見合せ 

【△】生産者と調理場の間に

職員(農林課)を配置している

ことにより給食献立の作成に

あたり、納入できる地元食材

を調整できるため、地産地消

が図られているが、生産時期

や品質・数量により給食に使

用できないこともあった。今

後、意見交換の場を作ってい

くことが必要である。 

【△】県補助金の活用によっ

て、より地産地消の促進が図

られた。地産地消は、必ずし

も安価にならないため、補助

金の継続が望まれる。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

④ 学校給食衛生管理基準・大量

調理施設衛生管理ﾏﾆｭｱﾙを遵

守し、安全・安心な食材の確

保と給食提供に努め、給食を

休止することがないよう施設

設備の維持管理に努めます。 

●放射性物質検査の実施(216

千円) 

●各種衛生検査、害虫駆除等

の実施及び従事職員の衛生管

理の徹底 

●調理等業務委託料(56,294

千円) 

●搬送業務委託料(4,874 千

円) 

●搬送車借上料(2,314 千円) 

●施設設備修繕料(700 千円) 

●放射性物質検査(6 月～3月

計 10 回)実施(決算額

145,600 円) 

●食品検査、水質検査を実施 

●調理場関係者の検査を実施 

・検便(24 回) 

・ﾉﾛｳｨﾙｽ検査(6 回) 

●調理師の衛生管理研修を実

施 

●調理等業務委託料(決算額

56,067,000 円) 

【○】放射性物質検査、食品

検査、使用水の水質検査、そ

して調理従事者の衛生管理の

徹底などにより、常に安全を

確保しながら調理等を行った

ことにより、大きな事故もな

く給食提供ができた。 

【○】施設・設備の日常点検

に努め、適宜修繕したことに

よって、給食を休止すること

なく提供できた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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●搬送業務委託料(決算額

4,267,560 円) 

●搬送車借上料(決算額  

2,332,800 円) 

●施設・設備等修繕(決算額  

471,229 円) 

【○】連続揚物機の故障な

ど、給食提供が危ぶまれるよ

うな突発的な故障もあった

が、早急に修繕した。 

【○】栄養士と調理従事者の

連携により、調理方法の変更

などにより給食提供ができ

た。 

⑤ 新調理場の整備にあたって

は、HACCP の考え方に基づ

き、安全で安心な給食提供で

きる施設を基本に、多彩な献

立を調理できる設備の導入や

食物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応など、これま

で以上にきめ細かな給食提供

ができる施設整備に取組むと

ともに、万全な安全体制で開

始できるよう研修を進めま

す。 

●調理場整備等事業 

・公有財産購入費(1,309,770

千円) 

・調理場建設ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査業

務委託料(5,124 千円) 

●公有財産購入費(施設整備

費のうち一括金として令和 2

年度支払分) 

(決算額 1,100,000,000 円) 

・構造：鉄骨造／２階建 

・延床面積：2,483.39 ㎡ 

・敷地面積 5,688.20 ㎡ 

・学校給食ｴﾘｱ（荷受室、下

処理室、炊飯室、調理室、洗

浄室、和え物室、ｱﾚﾙｷﾞｰ対応

食室、ｺﾝﾃﾅ室他） 

・幼児給食ｴﾘｱ（荷受室、下

処理室、調理室、洗浄室、ｱﾚ

ﾙｷﾞｰ対応食ｺｰﾅｰ他） 

・会議室、食育体験ｽﾍﾟｰｽ、

市事務室、SPC 事務室他諸室 

●PFI 建設ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ業務委託 

・4/10 業務委託契約締結(決

算額 5,123,800 円) 

【○】令和 2年 3月から着工

し、令和 3年 3月竣工。4月

8日から学校給食に加え、児

童ｾﾝﾀｰ等への幼児給食提供を

開始。 

【○】建設ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞでは、要

求水準書、提案書等に基づい

て適正かつ確実に工事が進め

られているかを確認しなが

ら、建設整備を進められた。 

 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（８）学校関係施設の充実【教育総務課】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 教育環境の改善並びに学校教

育の円滑・安全な実施のため

に、以下の事業を行います。 

・学校教育系・ｽﾎﾟｰﾂﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

系長寿命化計画策定 

●長井市学校教育施設長寿命

化計画 

●長井市ｽﾎﾟｰﾂ施設長寿命化

計画 

●学校教育施設長寿命化策定

に係る調査業務(決算額

1,760 千円) 

 

安全・安心・快適な学校教育

を実現するために、建物の劣

化状況を調査し、今後の維

持・更新ｺｽﾄの縮減を図って

いく。 

【○】令和 3年度からの 10

年間において、学校毎に個別

施設計画を立てると共に、統

廃合した場合のｺｽﾄを明らか

にすることが出来た。なお、

5年後に後期計画として見直

しを行う。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 備品の更新や老朽設備の修繕

を行います。 

●(小)備品購入費(1,585 千

円)机・椅子 

●児童用机 120 台(長井小、

致芳小、伊佐沢小)、児童用

椅子 110 脚(長井小、致芳

小、平野小、伊佐沢小）、ﾌﾞﾙ

ｰﾋｰﾀｰ(伊佐沢小）などの購入    

(決算額 1,293 千円) 

【○】老朽化した備品が更新

され、学習環境の改善が図ら

れた。 

 

 

 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●(中)備品購入費(631 千円) 

机・椅子、事務用椅子 

●生徒用机 30 台、生徒用椅

子 30 脚、事務用椅子 25脚ど

の購入 (決算額 567 千円) 

【○】老朽化した備品が更新

され、学習環境の改善が図ら

れた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●(小)修繕料(3,600 千円) ●避雷器等交換工事(致芳

小)、消火管漏水修理(豊田

小)などの修繕(決算額 2,538

千円) 

【○】天災等による不測の事

態にも対応し、学校環境を保

持することが出来た。。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●(中)修繕料(2,597 千円) ●浄化槽散気管修繕、流量調

整槽ﾌﾞﾛﾜｰ交換(南中）、浄化

槽排水管漏水修理工事(北

中）などの修繕(決算額

【○】老朽化した設備を更新

し、学校環境の改善が図られ

た。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 
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1,958 千円 E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●(小)修繕等工事費(2,012千

円) 

小便器ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ交換工事等 

●小学校消防用設備修繕、廊

下床張替工事(豊田小）、小学

校遊具撤去工事などの工事

(決算額 2,688 千円) 

【○】消防設備を修繕し、防

災対策を講じることができ

た。また、老朽化した施設の 

部分改修や整理をし、学校環

境の改善が図られた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

○(中)修繕等工事費(1,102千

円) 

鉄扉改修工事等 

 

●中学校消防用設備修繕、機

械室鉄扉改修工事(南中）な

どの工事(決算額 1,115 千円) 

【○】消防設備を修繕し、防

災対策を講じることができ

た。また、老朽化した施設を

改修し、学校環境の改善が図

られた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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第２章 生涯学習の推進＝生涯学習をとおして人も地域も元気なまち 

 

（１）家庭・幼児教育の充実 ～ 家庭と地域の教育力向上【旧･文化生涯学習課（現･地域づくり推進課地域づくり支援室）】 

学校教育ｻｲﾄﾞの幼、保、小連携や早期国語教育の取り組みに併せ、まちづくり青少年育成市民会議、PTA、ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ及び市の関係機関

等と連携し、子育ち支援と家庭教育力、地域教育力の向上に向けた施策を進めていきます。 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 学習機会の提供 ●家庭教育支援事業  

●子育ち講座の実施 

●幼児共育事業等の実施(277

千円) 

●子育ち講座 

市内 6小学校でそれぞれ講師

を招き、家庭教育に関する講

演会を実施した。 

 

●幼児共育事業 

めぐみ幼稚園で実施。保護者

向けの講演会を行った。 

【○】小学校では就学時健診

等に併せて開催することで、

保護者に広く参加してもらう

ことができた。保護者の意識

を啓発し、家庭の教育力向上

につながった。 

【○】保護者の意識を啓発

し、家庭の教育力の向上につ

ながった。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 家庭教育情報の提供 ●家庭教育に関する情報の提

供 

●家庭教育に関する情報の提

供 

中央ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰが発行する

「お茶の間交信」等家庭教育

に関する情報について、市ﾎｰ

ﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載を行った。 

【○】子育てに悩む親の不安

感を和らげることができた。

また、地域に情報を発信し、

地域の教育力向上に寄与し

た。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（２）地域における子育て環境の充実 ～  地域と学校の連携【旧･文化生涯学習課（現･地域づくり推進課地域づくり支援室）】 

地域学校協働本部事業などをとおして、地域と学校がﾊﾟｰﾄﾅｰとして相互に連携・協働する体制を強化し、子どもたちの郷土愛の醸成、地

域教育力の向上を図ります。また、学童保育事業との連携の下、土曜らんどや平日の放課後子ども教室を推進し、子ども達の居場所をつく

るとともに、子ども達の生きる力を育みます。 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 学校・家庭・地域の連携協働

推進事業 

●地域学校協働本部事業

(8,643 千円)  

●地域学校協働本部事業 

市内全小中学校で本事業に取

り組んだ。令和 2年度に関し

ては、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

影響により思うように活動が

できなかったが、地域学校協

働活動推進員を中心として、

活動内容を工夫しながら実施

した。具体的には、地域住民

による伝統芸能の指導や学習

講師、登下校の見守りなどで

連携が図られた。 

また、致芳小学校において、

本部事業の取り組み状況が評

価され、文部科学大臣表彰を

受賞した。 

【○】ｺﾛﾅ禍ではあったが、

地域学校協働活動推進員によ

る活動の工夫により、地域ﾎﾞ

ﾗﾝﾃｨｱの参加が促され、児童

生徒の社会学習の推進、地域

伝統文化の継承等と行うこと

で、地域教育力の向上が図ら

れた。 

【〇】ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰとの連携

等、積極的な地域との関わり

により、文部科学大臣表彰を

受賞することができた。 

【△】一方で、地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

や協力者の確保が継続するた

めの課題となっており、新た

な人材の発掘が必要。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●放課後子ども教室事業(土

曜らんど事業)(2,496 千円) 

●放課後子ども教室事業(土

曜らんど事業) 

新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の影響に

より、年度を通して活動を休

止した。 

【△】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

影響により活動ができなかっ

た。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 地域の子ども会活動 ●子ども会育成会連絡協議会

事業補助金 (160 千円) 

●新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の影響

により、年度を通じて１度の

みｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰ研修会を開催。 

【△】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

影響により活動の縮小や延期

となったため、年度を通して

ほぼ活動ができなかった。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（３）青少年の健全育成 ～  次代を拓く青少年の育成【旧･文化生涯学習課（現･地域づくり推進課地域づくり支援室）】 

青少年の健全な育成を目指し、まちづくり青少年育成市民会議を中核として、青少年の生活習慣改善事業や環境浄化運動、社会貢献活動

への参加を推進します。PTA･地域団体と連携し、地域の将来を担う子どもたちの育成を目的とする講演会事業に取り組み、次代を担う青少

年の育成に向けて、交流と学習の場を拡大していきます。 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 青少年健全育成活動の推進 ●青少年健全育成事業委託料

(425 千円) 

●青少年育成推進員報酬(178

千円) 

●長井市勤労青少年ﾎｰﾑ等指

定管理料 (13,126 千円) 

●青少年健全育成事業 

全体事業として市内小中学校

に通う児童・生徒を対象に

「“いじめ・非行をなくそ

う”標語募集」に取り組ん

だ。また、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染

症の影響により「少年議会」

が開催することが困難であっ

たため、代替事業として「中

学生対象市長講話」を実施し

た。その他、青少年部会・家

庭部会・環境浄化部会に分か

れて事業を展開した。 

●青少年育成推進員 

地域の実情に明るい 9名の方

を推進員として委嘱。年間を

通しての青色防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙの実

施のほか、ﾏｸﾞﾈｯﾄ装着による

防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙを実施した。 

●勤労青少年ﾎｰﾑ等運営管理 

指定管理者によって、各種講

座の開催や勤労青少年のｻｰｸﾙ

活動が行われた。 

【〇】「“いじめ・非行をなく

そう”標語募集」に関して、

新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の影響に

より、希望者のみの募集とし

たが、市内小中学生全体の約

8割からの応募をもらうこと

ができた。例年続けている事

業ではあるが、小中学生のい

じめへの啓発につなげること

ができていると評価する。 

【〇】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

影響で各種お祭りがなくなっ

たことにより、青少年育成推

進員全体での事業はあまりで

きなかったが、その中でも活

動内容を工夫しながら実施す

ることで、地域の防犯に貢献

できた。 

【△】勤労青少年福祉法に則

り、各種講座の開催、各団体

間の交流事業などを実施して

活性化を目指しているが、登

録団体への加入が伸び悩んで

おり、如何に増加させるかが

課題である。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 社会参加活動の推進 ●中学生対象市長講話 

●青少年ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの推進 

●新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の影響

により、少年議会の代替事業

として「中学生対象市長講

【〇】少年議会の代替事業と

して、南北中の 3年生に対し

て市長講話を実施し、長井市

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 
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話」を実施した。 

 

の施策を含む地方自治につい

て学んでもらう機会とするこ

とができた。講話を聞いた生

徒たちからは非常に前向きな

感想もあり、次世代を担う青

少年の育成について意識を啓

発することができた。 

【△】市長講話が好評だった

ことから、次年度以降、少年

議会と市長講話の両方を実施

すべきか要検討。 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（４）ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ及び自治公民館活動の充実 ～住民主体の地域づくりと生涯学習の推進～ 

【旧･文化生涯学習課（現･地域づくり推進課地域づくり支援室）】 

地域づくりの基本は、地域住民による住民主導型の地域運営であることを踏まえ、地域づくり計画に基づき、地域づくり事業に取り組む

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰに対して地域づくり推進課等と連携して支援します。平成 31年度は中央、伊佐沢、豊田の 3地区がｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰに移行し、市内

全地区がｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰとしての活動を開始しました。これまでに引き続き、社会教育・生涯学習事業について支援を行います。自治公民館に

対しては、ﾊｰﾄﾞ･ｿﾌﾄ両面からの支援制度を継続していきます。 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 自治公民館への支援の充実 ●自治公民館活性化補助事業

費(193 千円) 

●自治公民館施設整備補助事

業費(3,500 千円) 

●自治公民館活性化補助事業 

2 団体  補助額 113 千円 

●自治公民館施設整備補助 

18 団体 補助額 3,495 千円 

【○】自治公民館施設整備補

助金は、多くの自治公民館で

老朽化が進み補助の需要が増

えている。 

【○】各種補助対象工事につ

いて、緊急性・安全性による

優先順位を考慮し、17団体

への交付決定を行った。 

【△】自治公民館活性化事業

については、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感

染症の影響により、申請を取

り下げする館が多く、例年に

比べ十分に補助することがで

きなかった。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（５）読書活動の推進 ～読書に親しむ環境づくり～【旧･文化生涯学習課（現･地域づくり推進課地域づくり支援室）】 

指定管理者との連携のもとに、より良い読書環境を提供すると共に、長井市子ども読書活動推進計画にもとづき、読書活動の促進に向け

た施策を展開していきます。 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 子どもと家庭における読書活

動の推進 

●図書館指定管理料(32,309

千円) 

●指定管理第 4期の 3年度。 

すごろく読書、本の交換会、

読書感想文ｺﾝｸｰﾙなど様々な

活動を実施した。 

●新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の渦中

での工夫事業として、『おけ

さ堀探検隊』の朗読 Web 配信

を実施した。 

【△】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

影響を受け、閉館日が年度の

初めに集中したことにより開

館日数が昨年度に比べ大きく

減少した。このことにより貸

出冊数や平均貸出冊数等が減

少した。 

【〇】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

渦中において事業の工夫した

実施のもと『おけさ堀探検

隊』を実施することができ

た。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 

 

③ 

図書館機能の充実と読書環境

の充実 

公共複合施設(多機能型図書

館)建設に向けて 

●図書館協議会委員報酬(72

千円) 

●図書資料購入費(3,805 千

円) 

●図書館情報ｼｽﾃﾑｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ

委託料(1,136 千円) 

●ｼｽﾃﾑ機器・AED 借上げ料

(923 千円) 

●年 2回の図書館協議会につ

いて、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

影響により、年度中 1度しか

開催することができなかった

が、その中で図書館運営や公

共複合施設に係る意見を頂い

た。 

●図書・資料購入について

は、利用者の要望も参考とし

ながらﾊﾞﾗﾝｽのよい選定を行

った。 

【○】指定管理者のｱｲﾃﾞｨｱや

図書館運営に関する図書館協

議会の適格な助言により、利

用者の利便性や読書活動にふ

れあう機会が提供された。 

【〇】公共複合施設建設に向

けた行政からの情報提供及び

委員からの意見を聞くことが

できた。 

 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（６）芸術文化活動の振興【旧･文化生涯学習課（現･観光文化交流課文化交流室）】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 市民文化会館の機能の充実 

指定管理者における自主事業

により、芸術文化事業と文化

活動の活性化を目指します。 

●長井市民文化会館運営審議

会(委員報酬 102 千円) 

●市民文化会館運営審議会を

2回開催し、12名の委員によ

り市民文化会館の運営、令和

3年度からの指定管理業務に

ついて検討いただいた。 

【○】直営体制となった文化

会館運営と、芸術文化ﾋﾞｼﾞｮﾝ

に基づく指定管理者選定の方

向性について議論いただき、

方針に利用者目線を取り入れ

ることができた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 芸術文化活動への支援 

長井文化協会に対する芸術文

化事業委託や地域おこし協力

隊推進事業などを通して、芸

術文化活動による地域活性化

を目指します。 

 

●芸術文化事業委託料(155

千円) 

 当初予算額：1,400 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

●新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大防止

の観点より、催しは開催中止

となり、関係機関との連絡調

整や途中まで実施した宣伝活

動が主な取り組みとなった。 

 

 

 

【△】感染対策の徹底や感染

症ありきでのｲﾍﾞﾝﾄの開催方

法を模索していくことが課

題。 
A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●県美展長井巡回展開催事業

委託料(0円) 

 当初予算額：320 千円 

●第 75 回県美展・第 62回記

念こども県展の開催を予定し

ていたが、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染

拡大防止の観点より開催中止

となった。 

 

【△】市民文化会館の改修工

事が完了し新たな会場での展

示が行われる予定だったが中

止となってしまった。次年度

は感染防止対策の徹底が課題

である。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●置賜文化ﾌｫｰﾗﾑ負担金(78

千円) 

 当初予算額：173 千円 

 

●置賜文化ﾌｫｰﾗﾑ 

置賜地域の住民が文化に親し

む環境づくりを基本に、置賜

こども芸術祭をはじめとする

様々な文化振興施策を展開。 

●置賜文化ﾌｫｰﾗﾑ総会 

・第 1回総会 R2/6/1、書面

開催、令和元年度事業実績及

【△】置賜文化ﾌｫｰﾗﾑによ

る、置賜こども芸術祭が新型

ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大防止の観点

より中止。次年度は感染対策

の徹底に注力する。 

【○】市報や市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等

で周知を図り、芸術文化等の

団体支援に努めることができ

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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び決算報告他 

・第 2回総会 R3/3/16、web

会議形式、R2 事業実績、R2

事業計画、R3 地域文化振興

支援事業実施要綱について 

●置賜こども芸術祭 

新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大防止の

観点より開催中止。 

た。 
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（７）文化財の保護活用と地域活性化【旧･文化生涯学習課（現･観光文化交流課文化交流室）】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 文化財の保存、伝承体制の 

構築 

 

埋蔵文化財については試掘調

査、発掘調査等を実施しま

す。 

また伊佐沢の久保ｻﾞｸﾗは、ﾏﾙ

ﾁﾝｸﾞ作業を実施します。 

●長井市文化財調査会(委員

報酬 132 千円) 

●年 1回開催の文化財調査会

では「嘉永堰・昭和堰」の市

指定史跡の指定に向けた諮問

を実施 

【○】「嘉永堰・昭和堰」の

市指定史跡の可否について諮

問し、指定すべきと答申を得

ることができた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●市内遺跡発掘調査事業(国

庫補助事業：2,001 千円) 

●民間開発に係る遺跡調査 7

件、公共工事に係る遺跡調査

3件、遺跡台帳整備に係る遺

跡調査 1件を実施 

【○】最上川舟運にかかる調

査として、最上川河川敷内で

試掘調査を実施。舟運期のも

のと思われる陶器片が出土し

た。同区域で近世期のかかる

遺物の発見は初である。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●長井文化財保護協会事業費

補助事業(400 千円) 

●新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大防止

の観点より研修を一部中止し

たが、各分野の講師を招いて

の研修会や会報作成、来年度

事業の計画等の活動を実施 

・文化財活用に関する研修会 

 

【○】その他の研修等でも、

文化財について意欲的に学

び、今後の文化財の保全や活

用について考えることに繋が

った。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●遺跡保護活用事業補助金 

(80 千円) 

●古代の丘資料館運営事業

(2,564 千円) 

●縄文まつり実行委員会に補

助金を交付した。 

●ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染防止のため、

企画展、体験学習等のｲﾍﾞﾝﾄ

をすべて中止した。また。ま

た 5月 11 日までは閉館とし

た。(R2 入館者数 3,250 人) 

【○】ｺﾛﾅ禍の中、開催が危

ぶまれたが、感染対策を実施

のうえ、開催でき、遺跡活用

と地域に活力を与えた。 

【△】ｺﾛﾅ禍により企画展、ﾜ

ｰｸｼｮｯﾌﾟも中止となり入館者

数は減となった。次年度に向

け資料館ｵﾘｼﾞﾅﾙｸﾞｯｽﾞ販売の

検討を進めた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●草岡の大明神ｻﾞｸﾗ樹勢回復

保護事業(162 千円) 

●R3/3/11 薬剤散布 害鳥

防除のために石灰硫黄合剤を

散布した。その際所有者宅に

【○】薬剤散布については、

令和元年度実施できなかった

ため今後は継続して実施でき

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 
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薬剤が飛散するため屋根及び

水路に養生作業を実施した。 

●雪害による枝折れが発生。

毀損届を国へ提出。R3.3.7

に樹木医による枝落としを実

施。 

●国庫補助金を利用した事業

はなし。 

るよう所有者への働きかけを

継続していく。 

【○】樹勢には、大きな問題

はなく、今後は通常の管理の

みとし、所有者及び保存会と

の連携を取る必要がある。 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●文化財保護事業(792 千円) 

・天然記念物保護事業(587

千円) 

・久保ｻﾞｸﾗ保護管理委託料

(43 千円) 

●国・県・市指定天然記念物

等の保護 

・「ｶﾓｼｶ」死体処理件数 4件 

・「ﾁｮｳｾﾝｱｶｼｼﾞﾐ」は新型ｺﾛﾅｳ

ｨﾙｽ感染拡大防止の観点より

観察会開催中止 

・「白ﾂﾂｼﾞ(七兵衛ﾂﾂｼﾞ）」は

文化財調査会員である山田寛

爾氏(樹木医)とともに現地調

査を実施 

【○】市内の天然記念物につ

いては、所有者・管理者の理

解を得ながら、適宜樹木医等

の専門家による指示を仰ぎ、

文化財保護の取組みを継続す

ることができた。 

【△】ﾁｮｳｾﾝｱｶｼｼﾞﾐは、年々

発見が難しくなっており、有

識者の意見を仰ぎつつ発見に

努めたい。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●長者屋敷遺跡環境整備業務

委託(219 千円) 

●白山森遺跡環境整備業務委

託(100 千円) 

●締切堤防環境整備業務委託

(200 千円) 

●長者屋敷遺跡 

復元住居の手入れ等 

●白山森遺跡 

遺跡周辺の雑木刈払い等 

●締切堤防 

石積の除草作業等 

【○】年間を通して計画的に

環境整備を実施してもらい、

景観の保全および史跡の保全

に努めることができた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●地域おこし協力隊推進事業

(4,000 千円) 

●協力隊 1名が建築士である

ため専門性を活かし、文教の

杜ｴﾘｱ活性化の検討を行い、

文化的景観ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟや芳文庫

ｷﾞｬﾗﾘｰの作品展示を行った。 

 

【○】地域おこし協力隊自身

の専門やﾈｯﾄﾜｰｸを活かした

様々な事業企画を実施した。 

【○】重要文化的景観を活用

していくために行政・市民団

体・地域の一体化を検討して

いくけん引役としての役割を

果たしている。（任期 R3.4 月

まで） 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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② 文化的景観保護事業 

国の重要文化的景観の選定を

受けた「最上川上流域におけ

る長井の町場景観」につい

て、5月 29 日に整備活用計

画を策定した。これに基づき

国の選定ｴﾘｱ内の今後の整備

についての検討と普及啓発の

ための地域おこし協力隊との

共同主催事業であるﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

『重要文化的景観ﾃﾞｻﾞｲﾝﾋﾟｸﾆ

ｯｸ』を開催します。 

文教の杜ながいにおいては、

継続して事業の充実を図りな

がら、芸術活動による活性化

を目指します。 

●文化的景観保護事業(7,633

千円) 

●有識者等で構成される調査

検討委員会を開催し、普及啓

発事業や整備事業、散居集落

の調査事業について検討し協

議した。 

●景観形成基準の見直しにつ

いて調査検討委員会を開催

し、検討した。文化庁、県文

化振興・文化財課の担当者を

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰに招いた。 

●整備事業を進めるにあたり

地域内のデザイン的特徴を掴

むためのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを開催。対

象区域のうち宮地区を対象と

したﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを 2 回実施し

た。感染防止のため小出地区

での開催は見送った。 

【○】関係機関と協議を行

い、整備活用計画を軸とした

普及啓発事業や調査事業の進

め方について指針を定めた。 

【○】散居集落を重文景ｴﾘｱ

に追加選定することにかかる

住民意向調査の進め方を定め

た。また、景観形成基準の見

直しの進め方については、地

域での説明会やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟでの

聞き取りを軸に、住民との合

意形成を念頭においた方法を

検討した。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●文教の杜指定管理料(24,29

5 千円) 

●文教の杜ながい指定管理料 

指定管理 5期目の 1年度目。

新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大防止の

観点より例年開催していた展

示会を中止する場合もあった

が、感染対策を考慮した新様

式に則り彫塑館での展示会や

草鞋づくり体験等を開催し

た。 

・利用(入館者)数 

H30 は 7,408 人、878,735 円 

R1 は 15,640 人、742,665 円 

R2 は 5,764 人、372,780 円 

【○】指定管理者の努力によ

り、施設の管理運営が図られ

ている。新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡

大の影響により来館者は減少

したが、新様式での事業が開

催され工夫が見られた。 

 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

③ 長井市史刊行事業 

令和 2年度の各論第 2巻の刊

行に向けて、各種資料等の調

●市史編纂事業(12,131 千

円) 

●通史、各論の各分野で資料

及び現地調査を実施。 

●市史編纂事業の普及啓蒙の

【○】歴史講座の開催により

編纂事業で得た成果を市民に

還元でき、編纂事業の周知に

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 
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査や整理、資料集の刊行、市

民向け歴史講座等の開催を行

います。 

目的から、市民向け講座とし

て市史執筆者を講師として歴

史講座を 3回開催した。 

●各論第 2巻(水と文化編、

仏教彫刻編)を刊行した。 

もつながった。 

【○】各論第 2巻では、黒獅

子舞や養蚕といった水にかか

る文化についてと、市内に残

る仏教彫刻についてまとめる

ことができた。 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（８）文教施設の充実【旧･文化生涯学習課（現･観光文化交流課文化交流室）】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

①  各施設の緊急を要する修繕工

事を実施します。また、文化

会館については平成 30年度

の実施設計をもとに、2か年

計画で耐震等大規模改修工事

を実施します。 

●文化会館関係 

(462,376 千円) 

●工事監理業務委託料 

(6,644 千円) 

●大規模改修工事費 

(441,700 千円) 

●会館前広場ﾊﾞｽ停等整備工

事費(14,032 千円) 

【○】予定通り改修工事を完

了、令和 2年 8月 9日に竣工

した。また竣工にあわせて、

会館前広場の外構工事も完了

し、予定通り 9月からｵｰﾌﾟﾝ

することができた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●文教の杜関係(441 千円) ●除湿器購入(120 千円) 

●ｴｱｺﾝ修繕(321 千円) 

 

【○】経年劣化により、事務

室に設置されたｴｱｺﾝが故障し

たため、修繕工事を実施し

た。室外機については景観を

損なわぬよう施工側と協議し

つつ工事を完了することがで

きた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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第３章 生涯ｽﾎﾟｰﾂの推進＝市民ひとり一ｽﾎﾟｰﾂを楽しむ元気なまち 

 

（１）ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じたｽﾎﾟｰﾂ活動の推進【旧･生涯ｽﾎﾟｰﾂ課（現･健康ｽﾎﾟｰﾂ課ｽﾎﾟｰﾂ推進室）】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 市民一人ひとりがそれぞれの

体力や年齢、技術、興味、目

的に応じて、いつでも、どこ

でも、いつまでもｽﾎﾟｰﾂに親

しむ環境づくりを推進しま

す。 

 

成人の週 1回以上のｽﾎﾟｰﾂ実

施率を 60％程度とし、併せ

て、成人のｽﾎﾟｰﾂ未実施者(1

年間に一度もｽﾎﾟｰﾂをしない

人)をｾﾞﾛに近づけることを目

標にします。 

●「長井花のまちｽﾎﾟｰﾂｸﾗ

ﾌﾞ」への支援(5,700 千円) 

●総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ支援

事業補助金：5,200 千円 

・生涯ｽﾎﾟｰﾂの普及啓発 

・各種ｽﾎﾟｰﾂ教室の実施 

・会報の発行 

【○】運営委員会等の機関会

議にて情報共有し、次の事業

に反映させることで、会員及

び利用者を取り入れることが

できた。 

【△】市民及び地域に根付く

取り組みが少ないため、市民

認知度を上げていくことが今

後の課題となっている。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●ﾏﾗｿﾝ・駅伝のまち長井の推

進 

●山形県高校駅伝競走大会の

開催（216 千円） 

●全国白つつじﾏﾗｿﾝ大会の 

開催(1,330 千円) 

●山形県高校駅伝 

R2.10.31 開催 

男子：第 71 回 18 ﾁｰﾑ 

女子：第 32 回 20 ﾁｰﾑ 

●白つつじﾏﾗｿﾝ 

第 42 回大会 

（R2.5.17 中止） 

ｴﾝﾄﾘｰ状況（193 名） 

小中学生：26 名 

高校・一般：150 名 

ﾌｧﾐﾘｰ：10 名 

ｳｫｰｷﾝｸﾞ：7 名 

【△】白つつじﾏﾗｿﾝ大会は新

型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の感染拡大

を受けて R2.3.27 に中止を決

定。参加料を全額返金し、参

加記念品等を送付することで

次回大会への参加を促した。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●長井ﾏﾗｿﾝ大会の開催 

(7,447 千円) 

●長井ﾏﾗｿﾝ 

第 34 回大会 

（R2.10.20 中止） 

ｴﾝﾄﾘｰ状況（1,289 名） 

ﾌﾙﾏﾗｿﾝ：994 名 

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ：200 名 

10km：95 名 

【△】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

感染拡大を受けて R2.8.26 に

中止を決定し、参加料の全額

返金及び記念 T ｼｬﾂの送付も

決定。返金の際に現金又は特

産品送付の選択制とし、地域

経済に貢献した。ｺﾛﾅ禍にお

ける安心安全な大会運営が求

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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められる。 

●長井市夏季総合体育大会 

（通称：あやめ杯） 

180 千円 

●（４）②の欄に掲載 

長井市体育協会にて全競技の

開催中止を決定 

（４）②の欄に掲載 
A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●各種ｽﾎﾟｰﾂ大会の実施 

（市民大会） 

・第 54 回市民ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 

6 ﾁｰﾑ 

・第 25 回市民ﾍﾟﾀﾝｸ大会 

18 ﾁｰﾑ 

・第 41 回市民卓球大会 

（中止） 

・第 24 回市民ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ大会 

（中止） 

・第 40 回市民なわとび大会 

（中止） 

・第 65 回市民ｽｷｰ大会中止 

延べ 70 名 

・第 52 回長井ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ大会 

186 名 

【△】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の感

染状況を考慮し屋内競技の中

止を決定。 

 

【△】参加者の減少が顕著な

ため再考が必要。 

 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●ｽﾎﾟｰﾂ推進委員の取り組み ●主管事業の実施 

・ﾗｼﾞｵ体操 WEB 配信 

・ｽﾎﾟｰﾂ GOMI 拾い in 長井 

●各地区の普及推進活動 

●市主催事業等への協力 

【○】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の感

染拡大による運動不足を解消

するため「ﾗｼﾞｵ体操」の動画配

信を実施、市民を含む全国か

ら反響があった。 

【△】組織としての独自の取

り組みや地域での普及活動の

再考が必要 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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② 安全にｽﾎﾟｰﾂ活動をおこなう

ことができるよう環境整備を

図り、豊かな生涯ｽﾎﾟｰﾂ社会

の実現を目指します。 

●ｽﾎﾟｰﾂ安全保険等の加入推

進 

●各単位団に対して加入を促

すためﾁﾗｼを配布 

 

【○】ｽﾎﾟｰﾂ少年団に登録して

いる団体は、全て保険に加入

できており、万が一の怪我等

に対応できている。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●施設の安全点検実施 ●施設の安全点検の実施と緊

急的かつ優先度の高い施設設

備の改修 

●ｼｰｽﾞﾝ前の定期点検の実施 

【○】定期的な安全点検を実

施し、安全な施設管理の徹底。 

【○】使用後に利用者主体で

維持管理等(清掃やｺﾞﾐ拾い)

の実施。 

【△】ｽﾎﾟｰﾂ施設等長寿命化計

画に基づき、施設設備の計画

的な更新改修の検討 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●体育施設への AED 設置 ●AED の配置 

・常設は、あやめ公園運動広

場ﾃﾆｽｺｰﾄ・陸上競技場、学習

ﾌﾟﾗｻﾞ、武道館 

・運営中の設置は、小出ﾌﾟｰ

ﾙ、道照寺平ｽｷｰ場ｺﾐｾﾝ 

●各種大会時に啓蒙活動 

【○】市民大会時に保健師配

置やｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟやｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾞｳ

ﾝの励行など安全に十分配慮

した大会運営を事前に参加者

へ周知。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（２）地域における子どものｽﾎﾟｰﾂ機会の充実【旧･生涯ｽﾎﾟｰﾂ課（現･健康ｽﾎﾟｰﾂ課ｽﾎﾟｰﾂ推進室）】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 学校・地域と連携し、子ども

が積極的にｽﾎﾟｰﾂに取り組む

意識を育て、幼児期からｽﾎﾟｰ

ﾂに親しむ環境の整備を図り

ます。 

●花ｽﾎﾟによる親子ｽﾎﾟｰﾂ教室

等の開催 

●幼稚園、保育所、児童ｾﾝﾀ

ｰ、学童保育へのｽﾎﾟｰﾂ支援 

●花のまちｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの親子ｽ

ﾎﾟｰﾂ教室 

ｷｯｽﾞﾌｯﾄｻﾙ 中止 

ｷｯｽﾞ逆上がり 3回 26 名 

ｼﾞｭﾆｱﾁｬﾚﾝｼﾞ 14 回 93 名 

ｷｯｽﾞﾀﾞﾝｽ 37 回 357 名 

ﾄﾞｯﾁﾋﾞｰ 1 回 75 名 

かけっこ教室 5回 148 名 

【○】幼児から小学校低学年

を対象とした親子教室を開催

し、運動実践の習慣づけを推

進。 

【△】市民ひとり一ｽﾎﾟｰﾂの推

進に向けて全世代向け健康教

室などの運動に親しむ環境整

備に引き続き取り組んでい

く。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●学校体育との連携と支援 

・長井市小学校体育振興会へ

の事業支援(委託料 185 千円) 

●小学校陸上講習会（3回） 

（6年限定） 

●小学校ｽｷｰ大会は市民ｽｷｰ大

会に統合し、ｱﾙﾍﾟﾝ競技のみ

を実施。 

【△】学校教育と生涯ｽﾎﾟｰﾂと

の連携を図り、地域ｽﾎﾟｰﾂを含

めｽﾎﾟｰﾂに親しむ環境の体制

づくりが必要。 

【△】市民大会等における子

供たちの参加を促す開催のあ

り方の検討が必要。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② 子どもを取り巻く地域ｽﾎﾟｰﾂ

環境の整備を推進します。 

●ｽﾎﾟｰﾂ少年団活動の充実支

援(委託料 365 千円)  

●本部員会及び代議員会の開

催 

・加入状況 23 団 597 名 

・指導者・母集団研修会 

・県少年少女交流大会参加 

・認定員養成講習会 

 

【△】子どもたちに対するｽﾎﾟ

ｰﾂ環境整備として重要な役割

を担っているが団員数は減少

が顕著。 

【△】指導者登録制度の改正

による指導者の認定が必須と

なった。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（３）市民が主体的に参画する地域ｽﾎﾟｰﾂ環境の整備【旧･生涯ｽﾎﾟｰﾂ課（現･健康ｽﾎﾟｰﾂ課ｽﾎﾟｰﾂ推進室）】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 市民が主体的に参画する地域

ｽﾎﾟｰﾂ環境の整備を推進しま

す。 

また、総合型ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの充

実に向け支援していきます。 

●総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの 

育成及び支援 

●会員数 553 名（前年 449） 

賛助会員 3団体 8個人 

正会員 12名 

・体幹ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 20 回 105 名 

・足腰かるっこ 64 回 722 名 

・ﾋﾟﾗﾃｨｽ教室 53 回 785 名 

・60 歳からの健康教室 

39 回 407 名 

・ｴｱﾛﾋﾞｸｽ教室 20 回 170 名 

・ﾖｶﾞ教室 37 回 479 名 

・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ教室 42 回 430 名 

・楽しい山歩き教室 

2 回 23 名 

・障がい者ｽﾎﾟｰﾂ教室 

5 回 42 名 

・ﾌｯﾄｻﾙ大会 1回 67 名 

・ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｳｫｰｸ 14 回 57 名 

・運動不足解消教室 

12 回 119 名 

【○】市の委託事業を受託す

るなど事業の拡大、市民の健

康づくりに積極的に取り組ん

でいる。 

【△】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

感染拡大により民間事業者等

への事業の周知等がができな

かった。 

【△】市民及び地域への取り

組みが不足しているため、賛

助会員及び正会員の獲得が課

題である。 

 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●学校体育施設の開放事業 ●長井小長井南中長井北中 

体育施設(42 団体) 

・致芳小(6 団体) 

・西根小(5 団体) 

・平野小(9 団体) 

・豊田小(6 団体) 

・伊佐沢小(3 団体) 

【○】地域団体からｽﾎﾟｰﾂ少

年団まで多くの市民に健康づ

くりの施設として有効に活用

されている。 

【〇】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

感染対策を講じながら安全に

利用されている 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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② ｽﾎﾟｰﾂを支える(育てる)重要

な役割を担うｽﾎﾟｰﾂ指導者の

養成や研修を行います。 

また生涯ｽﾎﾟｰﾂの推進に中心

的な存在であるｽﾎﾟｰﾂ推進委

員の資質の向上と総合型地域

ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞとの連携を図りま

す。 

●指導者の養成、指導力向上 

・県体育協会負担金(62 千

円) 

●指導者の養成、指導力向上 

 

【○】県及び地区、市の体育協

会と連携した指導者の能力向

上が図られている。 

 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●ｽﾎﾟｰﾂ推進委員の資質向上 

・委員報酬(608 千円) 

・県ｽﾎﾟｰﾂ推進委員会負担金

(38 千円) 

●ｽﾎﾟｰﾂ推進委員の資質向上 

推進委員 19 名 

（１）①欄に掲載 

【○】各推進委員の個性を活

かして各地域で生涯ｽﾎﾟｰﾂの

普及振興を図られた。 

（１）①欄に掲載 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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（４）競技ｽﾎﾟｰﾂの振興と競技力の向上【旧･生涯ｽﾎﾟｰﾂ課（現･健康ｽﾎﾟｰﾂ課ｽﾎﾟｰﾂ推進室）】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① ｽﾎﾟｰﾂ少年団、中学・高校、

各競技団体、並びに総合型地

域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞと連携し、指導

者の育成、競技力の向上を図

ります。 

●一貫指導体制の確立、選手

強化費、優秀選手、指導者功

績への顕彰 

●市体育協会委託料 

(1,100 千円) 

●市体育協会を中心とした競

技力の向上、指導体制の確立 

●優秀選手、殊勲選手の顕彰

及び指導者功績への顕彰の継

続実施 

●各種ｽﾎﾟｰﾂ競技力向上事業 

【△】体育協会における役割

が重要であり、ﾚﾍﾞﾙの高い指

導ができるよう人材の育成及

び確保をより一層進めていく

必要である。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●講習会や研修会等の開催に

よる資質の高い指導者の養成 

●ｽﾎﾟｰﾂ振興懇談会 

R2.11.28 開催 

講師 三ヶ田礼一氏 

(岩手県特命課長) 

置賜地区ｽﾎﾟｰﾂ少年団指導者

育成母集団研修会、西置賜地

区ｽﾎﾟｰﾂ振興懇談会、長井市ｽ

ﾎﾟｰﾂ振興懇談会合同の開催 

【△】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

感染拡大を受けて開催規模を

縮小した開催となりﾄｯﾌﾟｱｽﾘｰ

ﾄの貴重な経験を聴く機会が

減少。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

② ﾄｯﾌﾟ選手の競技を観戦する等

により、より高いﾚﾍﾞﾙの競技

力を目指す意欲を育てます。 

●夏季総合体育大会の開催 

(180 千円) 

●体育協会加盟団体による

（通称あやめ杯）開催 

全競技種目中止 

【△】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

感染拡大を受けて開催中止と

なり開催方法の検討が必要。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●ﾏﾗｿﾝ・駅伝のまちの推進 

●県高等学校駅伝(219 千円) 

●東北高校駅伝（開催なし） 

●県高等学校駅伝 

R2.10.31 開催 

男子：19 ﾁｰﾑ、女子：19 ﾁｰﾑ 

●東北高校駅伝 

隔年開催のため開催なし 

●第 65 回山形県縦断駅伝競

走大会  

R2.4.27-29 中止 

【△】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

感染拡大を受けて開催中止と

なった大会が多かった。 

【〇】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症対

策を講じた大会運営の在り方

が示され、今後の運営の参考

となる機会となった。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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●第 37 回山形県女子駅伝競

走大会 

R2.11.22 中止 

●第 23 回山形県 Jr 駅伝競走

大会 中止 

●第 62 回西置賜地区駅伝競

走大会 

R2.11.3 中止 

●2020 東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟ

ｯｸ事業の推進 

●ｵﾘﾝﾋﾟｱﾝ･ﾀﾝｻﾞﾆｱ選手を長井

ﾏﾗｿﾝに招待するなど、ﾀﾝｻﾞﾆｱ

との交流や東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘ

ﾝﾋﾟｯｸの機運醸成を図る。 

●事前合宿等の招致活動 

●長井市出身ｱｽﾘｰﾄの記念品

展示 

●長井ﾏﾗｿﾝ大会 

第 34 回大会 

（R2.10.20：開催中止） 

（１）①欄に掲載 

【△】新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の

感染拡大を受けて R2.8.26 に

中止を決定し、参加料の全額

返金及び記念 T ｼｬﾂの送付も

決定。返金の際に現金又は特

産品送付の選択制とし、地域

経済に貢献した。ｺﾛﾅ禍にお

ける安心安全な大会運営が求

められる。 

（１）①欄に掲載 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

③ ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの選手に対する支援 ●優秀選手の情報収集 

●適切な支援を実施 

●長井市出身ｱｽﾘｰﾄ鈴木沙織

選手及び渡部博文選手を支

援、激励する取り組み 

●寄贈品の常設展示の実施 

【○】競技に参加する人、支

える人、応援する人、それぞ

れの役割で市民ひとり一ｽﾎﾟｰ

ﾂを推進。 

【○】ﾒﾃﾞｨｱ等による露出を

高め、市民向けに広く周知で

きた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

  



 

36 

（５）体育施設の充実【旧･生涯ｽﾎﾟｰﾂ課（現･健康ｽﾎﾟｰﾂ課ｽﾎﾟｰﾂ推進室）】 

番号 重    点 主 な 施 策 取組状況・実績値 評 価【○/△/×】 事業方針(R3 年度予算) 

① 体育施設に対するﾆｰｽﾞに的確

に対応し、効果的・効率的な

管理運営を行います。 

●指定管理者制度導入の検討 ●関係者との意見交換会を開

催 

●導入に向けた要項及び仕様

書の精査 

【×】体育協会及び花のまち

ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞを中心に準備を進

めてきたが、導入まで至って

いない。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●生涯学習ﾌﾟﾗｻﾞ施設管理事

業(49,683 千円) 

●一般管理経費 46,232 千円 

●利用者数及び使用料 

（別掲） 

●ｽﾎﾟｰﾂ施設等長寿命化計画

を策定（R3.3.31） 

【△】緊急的かつ優先的に必

要な改修は実施したが、大規

模な改修等については施設整

備計画を策定し、その他の施

設を含め計画的に実施してい

く必要がある。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●生涯ﾌﾟﾗｻﾞ運動公園施設 

管理運営事業(25,725 千円) 

●一般管理経費 25,455 千円 

●陸上競技場/利用者数 

12,647 人 

●多目的広場/利用者数 

4,192 人 

●落雷による照明設備の改修 

【△】緑地等の入植及び陸上

競技場の改修工事の計画的な

補修の検討が必要。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●その他体育施設管理運営 

事業 

・西根・平野・豊田体育館 

・学校体育施設開放事業 

・長井市野球場 

・あやめ公園多目的運動広場 

・あやめ公園ﾃﾆｽｺｰﾄ 

・市民小出ﾌﾟｰﾙ 

・長井市ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場 

●一般管理経費 3,892 千円 

●定期的なﾒﾝﾃﾅﾝｽの実施 

●定期利用者を対象に使用調

整会議を開催 

●芝刈機更新 114 千円 

●利用者数 

野球場 3,708 名 

ﾃﾆｽｺｰﾄ 9,674 名 

多目的広場 3,773 名 

【○】各施設共に団体に委託

し、適切に運営いただいてい

る。 
A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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・道照寺平ｽｷｰ場 

・長井市武道館 

武道館 3,152 名 

西根・平野・豊田体育館 

11,260 名 

学校体育館 18,534 名 

●新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の感染

拡大による使用を制限 

●市民小出ﾌﾟｰﾙの開設 

期間 R2.7.23-8.18（27 日） 

事業費 1,471 千円 

利用者数 1,098 人 

●ろ過機改修 429 千円 

【△】経年劣化による施設設

備の改修の検討が必要。 

【△】管理人及び監視員の確

保が困難。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場の開設 

指定管理者 のがわｸﾗﾌﾞ 

期間 R2.4.1-R5.3.31 

指定管理料 1,169 千円 

利用者数 9,005 人 

●新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の感染

拡大による使用を制限 

【○】定期的な自主事業の実

施により利用者数の増加が図

られた。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●道照寺平ｽｷｰ場の開設 

委託先 

道照寺平ｽｷｰ場運営委員会 

期間 R2.12.19-R3.3.7 

委託料 4,885 千円 

利用者数 5,385 人 

●ｱﾝｳﾞｧｰﾘﾌﾄ維持管理業務 

268 千円 

【〇】積雪にも恵まれて安全

に運営できた。 

【△】転倒によるｹｶﾞが多い

ため掲示物等で周知した。 

【△】ｽｷｰ場誘導路の除排雪

の検討が必要。 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 



 

38 

② 施設の改修及び老朽化した施

設の長寿命化を図ります。 

 

安全で安心して利用できる体

育施設の整備 

●その他体育施設管理運営事

業（大規模改修)1,084 千円 

●最上川河川ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ整地工

事（成田・さくら大橋下） 

 

【△】ｽﾎﾟｰﾂ施設等長寿命化

計画に基づき、施設設備の計

画的な更新改修の検討 

A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 

●生涯学習ﾌﾟﾗｻﾞ施設管理事

業（大規模改修)4,310 千円 

●ﾌﾟﾗｻﾞ浄化槽建屋改修工事

1,265 千円 

●自家用発電設備改修 

913 千円 

●ｽﾎﾟｰﾂ施設等長寿命化計画

策定に係る調査事業 622 千円 

●ﾌﾟﾗｻﾞ空調機用温水ｺｲﾙ交換 

402 千円 

●落雷による消防用設備等の

改修 

【△】ｽﾎﾟｰﾂ施設等長寿命化

計画に基づき、施設設備の計

画的な更新改修の検討 A:重点化 

B:要改善 

C:継続 

D:縮小化 

E:廃止 

F:コロナ禍で見合せ 
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【令和 2年度置賜生涯学習ﾌﾟﾗｻﾞ利用者数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 学習棟 体育館棟
プール
(一般)

プール
(スクール)

合計 前年度 前年度比

4月 73 0 0 0 73 8,086 △ 8,013

5月 77 0 0 0 77 12,407 △ 12,330

6月 1,060 875 431 3,088 5,454 12,565 △ 7,111

7月 1,212 1,694 400 2,590 5,896 12,679 △ 6,783

8月 2,611 2,459 628 2,657 8,355 8,682 △ 327

9月 1,740 1,786 467 2,477 6,470 12,909 △ 6,439

10月 2,584 3,675 259 2,364 8,882 15,674 △ 6,792

11月 2,375 1,226 519 2,454 6,574 14,570 △ 7,996

12月 1,320 1,653 458 2,630 6,061 9,029 △ 2,968

1月 1,252 1,876 419 2,024 5,571 7,791 △ 2,220

2月 1,541 1,919 387 2,247 6,094 9,117 △ 3,023

3月 2,243 1,731 561 2,356 6,891 2,862 4,029

合計 18,088 18,894 4,529 24,887 66,398 126,371 △ 59,973
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【令和 2年度置賜生涯学習ﾌﾟﾗｻﾞ使用料】 

 

 月 学習棟 体育館棟
プール
(一般)

プール
(スクール)

合計 前年度 前年比

4月 0 0 0 0 0 634,504 -634,504

5月 6,000 0 0 0 6,000 657,962 -651,962

6月 22,775 14,110 86,430 424,450 547,765 682,007 -134,242

7月 94,110 28,750 84,650 354,250 561,760 688,730 -126,970

8月 90,585 109,000 135,330 366,080 700,995 762,282 -61,287

9月 71,525 38,220 60,620 341,250 511,615 682,351 -170,736

10月 123,985 62,890 62,500 327,730 577,105 595,220 -18,115

11月 89,614 41,090 83,570 333,450 547,724 650,420 -102,696

12月 88,743 55,230 78,480 358,800 581,253 724,277 -143,024

1月 59,812 64,360 65,960 274,560 464,692 468,817 -4,125

2月 95,042 90,400 74,490 319,410 579,342 582,827 -3,485

3月 53,760 122,900 77,550 342,940 597,150 160,657 436,493

合計 795,951 626,950 809,580 3,442,920 5,675,401 7,290,054 -1,614,653


